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社会福祉法人精華町社会福祉協議会

平成２７年度  第１回 理事会議事録

１ 開催年月日 平成２７年５月２１日（木）

午前１０時００分～午前１１時５５分

２ 開催場所  精華町地域福祉センター

かしのき苑 １階 会議室Ｂ・Ｃ

３ 理事総数   １４名（１名欠員）

４ 出席者氏名 (１４名)

  理事  森 修美 齊藤裕三 岩前良幸 田中智美 雲北一雄

松本勝美 山本正來 長谷川 悟 中畔秀昭 岩里周英

石崎照代 青木 透 村瀬由美子 福味加世子

  監事  森田起一 浦田善之

５ 欠席者氏名  なし

６ 議事の経過要領及び議案議決の結果

日程番号１ 議長の互選について

定刻に至り、定款第１１条第４項の規定により議長に森 修美理事が選

任され、議長は定款第１１条第５項に定める定足数を満たしていることを

確認した。

日程番号２ 議事録署名人の選任について

定款第１１条第８項の規定により議事録署名人に雲北一雄・山本正來両

理事を指名し、議案の審議に入った。

議  長  続きまして日程番号３、第１号議案、平成２６年度事業報告（案）

について、に入らせていただきます。事務局から提案願います。

事務局長  はい、議長。第１号議案、平成２６年度事業報告（案）について。

社会福祉法人精華町社会福祉協議会平成２６年度事業報告（案）
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について、別紙のとおり提案します。提案理由といたしましては、

定款第１５条第１項第１号に基づき、平成２６年度事業報告（案）

を提案したいためのものでございます。平成２７年５月２１日提

出。社会福祉法人精華町社会福祉協議会、会長岩里周英。それで

は、平成２６年度事業報告（案）をご覧いただきたいと思います。

まず、１つ目のページには目次を表しております。大きな区分と

いたしましてローマ数字Ⅰから、ローマ数字Ⅶまで分けておりま

して、１ページから１６ページまで構成させていただいておりま

す。まず１ページ目でございますが、総括という形で全体を振り

返りまして、１ページにまとめさせていただいております。こち

らのほう順番に朗読をいたしながら、特にご説明、ご報告をした

い部分について、該当部分を見ながらご説明をさせていただきた

いと思っておりますので、よろしくお願いいたします。Ⅰ、総括。

地域福祉の推進主体である本会は、多様化する福祉課題に柔軟に

対応しながら、本会の基本理念である『地域で共に助けあい 支え

あうまちづくり』の実現を目ざして、各種事業に取り組みました。

法人運営の部門においては、各種事業を実施するうえで必須とな

る専門職の確保が困難な状況を迎えているなかで、平成２６年度

は、新たに地域人づくり事業（雇用拡大プロセス）を受けて、専

門職の育成及び定着化を図りました。また、介護職員処遇改善加

算を有効に活用し、事業者として介護従事者等の処遇改善に取り

組み、働きがいと魅力のある職場を目ざしました。平成２６年度

は、法人化３５周年の節目の年度であったため、記念紙作成及び

精華町社会福祉大会（せいか社協フェスタ）などを行いました。

ここで１点、修正をお願いしたい部分がございます。いま朗読い

たしました行の下から２行目でございますが、最後に記念紙作成

という部分が出てまいりますが、記念誌の誌がここでは紙になっ

ておりますが、ごんべんに志のほうの誌。雑誌の誌が適当である

と考えておりますので、修正をお願いいたします。なお、本文中

にも同じような表現が出てまいりますので、また後ほどご訂正を

お願いしたいと思います。まず、こちらの法人運営の部門につき

ましては、新たに地域人づくり事業を実施いたしました。詳細に
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つきましては、この事業報告５ページをご覧いただきたいと思っ

ております。５ページ上の所でございますが、１５．地域人づく

り（雇用拡大プログラム）事業。受託事業で、且つ新規事業とタ

イトルを付けさせていただいております。朗読をさせていただき

たいと思いますが、介護人材の確保と育成を目的として、国庫補

助を受けて地域人づくり事業を実施しました。介護分野では慢性

的な人材不足が懸念されていますが、平成２６年度は無資格者２

名が介護資格を取得し、資格取得後も継続的に外部研修及び通信

教育を受講したことにより、人材の定着化とキャリアアップを図

ることができました。平成２７年６月末までの国庫補助の予定で

ございますが、国庫補助終了後も人材確保・育成の観点から独自

で継続雇用していきたいと考えております。それから、この中で

出てまいりました法人化３５周年という部分でございますが、こ

ちらにつきましては、資料前後して恐縮でございますが、４ペー

ジの一番下をご覧いただきたいと思います。１４．法人設立３５

周年記念事業というものを起こしております。平成２６年１０月

に法人設立３５周年を迎えたことから、過去の役職員等に参集し

ていただいて「精華町社会福祉協議会を語る会」を開催しました。

また、同じく３５年間の歴史を振り返るとともに、現在の福祉活

動をさらに推進することを目的として、法人会３５周年記念紙を

作成しました。こちらも１点、訂正がございます。法人会とござ

いますが、法人化の誤りでございます。お手数ですが、訂正をお

願いいたします。こちらの記念誌につきましては、本来であれば

この理事会で役員の皆さま方に配布をいたしたいところでしたが、

現在印刷待ちという状況でございまして、出来上がり次第、役員

の皆さま方にお届けさせていただきたいと思っております。それ

では、本文１ページ目に戻っていただきたいと思います。地域福

祉・ボランティア活動の部門においては、活動を推進するための

主財源となる社協会員の募集に力を注いだことにより、前年度の

実績（合計口数）を２％程度上回る結果となりました。小地域福

祉委員会活動では、第５期モデル地区として２か所が加わり、合

計１８か所の地域で取り組みが進められています。モデル地区の
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活動を側面的に支援するとともに、「全国校区・小地域福祉活動サ

ミット」並びに「第３回きょうと地域福祉活動実践交流会」を研

修として位置付けて活動実践者とともに参加し、先進事例を学ぶ

良い機会となりました。平成２６年度は、新たに絆ネット構築支

援事業並びに暮らしのサポートコーディネータ―設置事業を実施

したことにより、既存の制度だけでは解決できない福祉課題・生

活課題に関わる機会が増えましたが、それぞれのコーディネータ

ーが日常的に相談に応じたことにより、継続的な見守り支援活動

につながっています。まずこちら、会費の件でございますが、こ

ちらにつきましては事業報告の５ページ、６ページ辺りに掲載さ

せていただいております。５ページの、２．会員募集及び会費の

納入依頼という所でございます。６ページの上段には実績を過去

３年間と併記する形で記載させていただいておりますので、平成

２６年度の実績の部分を少しご報告させていただきたいと思いま

す。普通会員数３，９４２名でした。前年と比較いたしますとマ

イナス４６名という結果になりました。普通会員口数３，９６５

口で、前年比でマイナス４５口でした。賛助会員数は１６名。賛

助会員口数は４８口で、前年度と全く同じという結果でした。そ

して法人会員数が８４社ということで、前年から２４社増えた結

果となりました。法人会員口数は５２０口で、前年からプラス１

４０口という結果になりまして、それぞれ合計いたしますと、合

計口数４，５３３口ということで前年から９５口の増加という結

果になりました。この合計口数で見てみますと２年連続増加とい

う結果になっております。これは昨年度の理事会の中でも中間報

告はさせていただいておりますが、特に、理事の皆さま方と一緒

に企業訪問などをさせていただいたその成果が、このように結果

として数字ではね返って来ているものというふうに理解をしてお

ります。次に小地域福祉委員会の件でございますが、こちらは８

ページから９ページをご覧いただきたいと思います。８ページの

一番下に、８.小地域福祉委員会活動の推進として掲げております。

こちら、９ページのほうをご覧いただきますと、第１期小地域福

祉委員会から第５期小地域福祉委員会まで、１８か所の自治会さ
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ま全てを記載させていただいておりますが、⑤第５期小地域福祉

委員会。重点指定期間は平成２６年度から２年間としております

が、新たに山田自治会、東畑自治会をそれぞれ指定させていただ

きまして、現在１８か所という実績になっております。それから、

平成２６年度は新たな取組みといたしまして２つの事業を実施し

ております。まず１つは絆ネット構築支援事業でございますが、

こちらは１０ページをご覧いただきたいと思います。１５．絆ネ

ット構築支援事業（受託事業・新規）としております。高齢、障

がい、児童などの分野にこだわらず、深刻な生活課題をもった人

たちが住み慣れた地域で安心して暮らせるよう、従来から取り組

んできた小地域福祉委員会活動の充実・強化、まちの福祉サポー

ト店として登録する企業等と連携することにより、制度だけでは

解決できない福祉課題・生活課題の問題に対し、地域住民ととも

に地域のニーズ発見、相談支援のシステム構築を目ざしました。

具体策といたしましては、絆ネットコーディネーター１名を配置

いたしました。それから、見守り・生活支援活動強化事業を実施

いたしました。そして各種研修等にも意識的に取組みをさせてい

ただいたところでございます。もう１点、その下にあります１６．

暮らしのサポートコーディネーター設置事業です。こちらも受託

事業で新規でございますが、内容につきましては１１ページをご

覧いただきたいと思います。こちらの事業につきましては、介護

保険制度外のサービスを必要とする方や見守りの必要な高齢者を

支援するために、コーディネーターを配置し、高齢者からの相談

業務を行いながら、支援者（ボランティア）の養成及びグループ

の立ち上げ支援を行いました。具体的には、専門職の方から、公

的なサービスに繋がらない高齢者の方がいらっしゃるという相談

を受けまして、公的なサービスは全て拒まれる訳でございますが、

ボランティアとして、傾聴ボランティアという具体名を付けまし

たが、お話し相手になっていただけるボランティアさんの希望が

ございましたので、その募集並びに養成講座を実施したところ２

０名近くの方にお集まりいただくことができましたので、現在グ

ループの立ち上げ支援を進めているところでございます。グルー
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プとして形が出来上がった際には更に住民の皆さま方にお知らせ

をしまして、こういった傾聴ボランティアを積極的にご活用いた

だければと思っております。そういった間に立って、いわゆるコ

ーディネート業務をする者を１名専従で配置させていただきまし

た。また１ページの総括のほうにお戻りいただきたいと思います。

３つ目の部門ですが、高齢者等支援事業の部門では、支援困難事

例に関する相談が減少したものの、高齢者虐待が疑われる事例の

相談が増加しています。虐待については、ほとんどの事例が認知

症に起因しており、認知症の方を支援する体制はもちろんですが、

同居する家族を支援する体制についても並行して充実させる必要

性を痛感しています。このような相談については、解決に至るま

で相当の時間を要しますが、1つひとつ丁寧に対応することを心が

けました。介護者リフレッシュ事業については、前年度と比較し

て参加者が減少しましたが、介護者の情報交換の場であるととも

に、虐待予防にも効果があると考えられるため、今後は啓発方法

を工夫し、より多くの介護者に参加していただけるよう内容を検

討します。こちら、実績のほうを少しご覧いただきたいと思いま

すので、１２ページをお開きいただきたいと思います。上に１番

としまして、包括的支援事業というのがございます。こちら実施

しているところが、地域包括支援センターになります。文章の下

に表をご用意しております。実績でございますが、この中でご覧

いただきたい部分が④の高齢者虐待の部分でございます。内訳と

しまして、ア．虐待相談が６名から２７回ございました。前年度

実績に書いておりますように３名ということでございましたので、

前年比較ということでは２倍に増えて来ているということが言え

ると思います。イとしまして、その相談の中から虐待対応ケース

会議ということで相談の段階では虐待が疑われるということにな

る訳ですけれども、実際虐待ということで認定をさせていただき

まして、その後チーム対応になる訳ですけれども、対応させてい

ただいたものが２件あったということになります。次に、⑤包括

的・継続的ケアマネジメント支援業務でございますが、特にケア

マネジャーなどの専門職のほうから、公的な制度だけでは解決で
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きない部分で相談が地域包括支援センターに寄せられる訳ですが、

これは前年度実績１３名から３名ということで、比較いたします

と大きく減ったという結果になっております。そして、本文で特

に触れておりませんが、③権利擁護相談業務でございますが実績

が８名、のべ回数２４回と記載しております。この中の前年度実

績のところで、実人数は７名ですが回数が３８９回となっており

まして、ここが大きく減っているように数字を追いかけますとそ

う見てとれる訳でございますが、前年度の平成２５年度はお一人

の方が毎日のように窓口や電話などでご相談や意見を寄せてこら

れたかたがいらっしゃいましたので、特別この年度の回数のみが

跳ね上がっているということでございますので、何か大きなもの

があったことではないということを併せてご報告させていただき

たいと思います。次に、その下２番目の在宅高齢者等介護者リフ

レッシュ事業でございます。こちらは例年どおり３回事業を行っ

た訳でございますが、実績につきましては１３ページに一括で掲

載させていただいておりますので、この１３ページの利用実績を

ご覧いただきたいと思います。下に各事業の実績を掲げておりま

して、次のページの上段まで入っておりますが、その中の２番目

が在宅高齢者等介護者リフレッシュ事業の実績でございます。利

用者数２７名、のべ利用回数は６３回という結果でございました。

前年度と比較いたしますと、のべ利用者数はちょうど１割減った

ということですが、特に注目しておりますのは実利用者数が１３

名減っているということで、新しい参加者が増えていないという

ことが課題として認識しておりまして、啓発方法など事務局のほ

うでもう一度工夫をいたしたいと思っております。それではお手

数ですがもう一度、本文１ページにお戻りいただきたいと思いま

す。最後の章になりますが、介護保険事業等の部門では、例年ど

おり、介護保険事業及び障害者居宅介護事業を実施しました。重

点事業として位置づけた事業のなかでは、居宅介護支援事業並び

に通所介護事業（認知症型を含む）の実績が減少しました。居宅

介護支援事業については、慢性的に介護支援専門員（ケアマネジ

ャー）が不足状態となっているため、約１０％の実績減少となり
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ましたが、高齢化に伴うニーズ増大に対応できるよう、欠員の補

充に努めます。同じく重点事業として位置づけた訪問介護事業に

ついては、ホームヘルパーごとの研修計画を作成するなど、専門

職のスキルアップに努めた結果、前年度利用実績をさらに上回る

実績となりました。介護予防事業については、いずれも利用実績

が減少する結果となりましたが、改正介護保険制度に対応できる

よう、今後も柔軟な対応を心がけます。こちら介護保険事業など

の部分につきましては、１４ページから１６ページに渡りまして

説明をさせていただいております。実績の部分につきましては１

６ページ一番最後のところに各事業一括で掲載させていただいて

おりますので、少し実績のほうをご覧いただきたいと思います。

まず１番目、指定居宅介護支援事業です。利用者数２２８名、の

べ利用回数１，８９７回でした。前年度と比較いたしますとマイ

ナス２２４回という結果になっております。２番の指定訪問介護

事業ですが、利用者数５６名で前年度と比較いたしますと２名減

少はしておりますが、のべ利用回数で申し上げますと８，６４７

回ということでプラス１０２回という結果になっております。ま

た、その下にあります訪問（自費）サービスでございますが、こ

ちらは実利用者数、のべ利用者数ともに増加しておりまして、の

べ回数で申しますと５７回、前年比でプラス４９回ということで、

制度外のニーズが増加していると認識しております。次に、１つ

飛ばしまして４番目の指定通常規模型通所介護事業ですが、利用

者数９２名。のべ利用回数は６，３９２回で、前年度と比較しま

すとマイナス５２２回という結果になっております。またその下、

５番の指定認知症型通所介護等事業は利用者数２１名。のべ利用

回数は２，２１６回ということで、こちらも前年度と比較します

とマイナス１０５回という結果に終わっております。どちらの事

業とも前年度と比較しますと、少し減少したという結果になりま

した。ただし、特に４番目の通常規模型の通所介護につきまして

は年度の後半からは少しずつ利用者数が回復と言いますか盛り返

してきたような状況でございまして、この４月につきましても当

初の見込みを上回るような利用者数となっておりますので、この
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場をお借りしまして現状ということでご報告をさせていただきた

いと思います。以上が、総括から振り返った法人全体の取組みで

ございますが、最後に重点事業の実績についてご説明をさせてい

ただきたいと思いますので、資料が前後して大変恐縮でございま

すが９ページをお開きいただきたいと思います。１１．福祉サー

ビス利用援助事業を重点事業として掲げております。本文を朗読

いたします。判断能力が不十分な認知症高齢者や知的障がい者等

に対して、日常的な金銭管理や預貯金通帳等の預かりサービスを

行いました。平成２６年度は、前年度に引き続き重点事業として

位置づけて、啓発用チラシの作成やホームページのリニューアル

などを行った結果、当初の目標（利用者１５名）を達成し、利用

者は増加しています。複合的な生活課題のある世帯が増えてきて

いるため、専門員や生活支援員の対応力など資質の向上が求めら

れています。今後も研修や生活支援員ミーティングを継続します。

１０ページ上には過去３年間の実績を併記させていただいており

ます。平成２６年度実績ですが、利用者数は１６名。のべ利用回

数は２８３回。活動時間数は４０１時間ということでございまし

て、いずれも前年度、前々年度の実績を上回る結果となっており

ます。次にその２つ下、１３．まちの福祉サポート店事業です。

重点事業でした。こちらは、商店や事業所、企業（企業等）と連

携を図り、認知症高齢者などの見守りや買い物などをサポートす

る体制を構築することを目的として、平成２５年度からまちの福

祉サポート店事業を実施しています。買い物困難者の支援や宅配

業者等による見守り・安否確認、従業員に対する認知症サポータ

ー養成講座、募金箱の設置などの取り組みを呼びかけ、登録店（サ

ポート店）には目印として店頭にステッカーと卓上ミニのぼりを

掲げていただきました。平成２６年度の登録目標１００か所に対

して、実績は１２４か所となりました。サポート店の協力を得て、

徘徊模擬訓練や終活フェア、どんちゃん募金を実施しました。今

後は、（仮称）認知症 SOS ネットワークの構築に向けて、サポート

店の参加・協力を呼びかける必要があると理解しております。そ

の下には実績を掲げております。こちらにつきましても役員の皆
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さま方のご協力を得ることができまして、当初の目標１００か所

を大きく上回る実績を遂げることができました。この場をお借り

してお礼を申し上げたいと思います。以上が平成２６年度の事業

報告ということで、重点的に取組んだ部分や大きく変動のあった

事業、新たに取組んだ事業などを中心にご報告を申し上げました

が、細部につきましてはまたのちほどご質問などをお受けしたい

と思っておりますので、どうか可決承認賜りますよう、よろしく

お願いを申し上げます。

議  長  ただいま、事務局から説明を受けましたが、次の第２号議案、平

成２６年度収支決算（案）につきましても、この事業報告（案）

と関連する部分が多いと思いますので、先に第２号議案について

提案していただきまして、のちほど一括で質疑の時間を取らせて

いただきたいと思います。なお、採決につきましては、それぞれ

に諮らせていただきますので、ご了承をお願いします。日程番号

４。第２号議案、平成２６年度収支決算（案）について、事務局

から提案願います。

事務局長  はい、議長。第２号議案、平成２６年度収支決算（案）について。

社会福祉法人精華町社会福祉協議会平成２６年度収支決算（案）

について、別紙のとおり提案します。提案理由といたしましては、

定款第１５条第１項第１号に基づき、平成２６年度収支決算（案）

を提案したいためのものでございます。平成２７年５月２１日提

出。社会福祉法人精華町社会福祉協議会、会長岩里周英。それで

は、平成２６年度収支決算（案）の冊子をご覧いただきたいと思

います。こちらのほうは非常にボリュームがございまして、全８

４ページで構成されております。時間の関係もございますので、

特に役員の皆さま方にご報告をしたい部分を中心に、割愛しなが

らご説明をさせていただきたいと思いますのでご了承をお願いい

たします。まず表紙を１枚おめくりいただきますと、右側のペー

ジには平成２６年度一般会計資金収支一覧表。そして下段には、

同じく平成２６年度の公益事業会計の資金収支一覧表を掲げさせ

ていただいております。こちらの決算額という所を縦に見ていた

だきたいと思いますが、まず一般会計におきましては、当期総収



- 11 -

入は 206,649,481 円。当期総支出といたしましては 195,647,672

円。当期収支差は 11,001,809 円という結果に終わっております。

下段の公益事業会計の決算額でございますが、当期総収入

62,835,539 円。当期総支出は 70,093,049 円。当期収支差は、マイ

ナス 7,257,510 円という結果に終わっております。簡単に申しま

すと、一般会計は 1 千万円単位の黒字で終わったと。公益事業会

計につきましては、7百万円を超える赤字決算になったということ

でございます。法人全体として見ますと、合算してみますとプラ

ス 374 万円程度の黒字収支と言う結果に終わりました。その内訳

でございますが、更に 1 枚めくっていただきますと左側のページ

に、横型でございますが一般会計と公益事業会計それぞれの経理

区分ごとの収支差をあらわした表をご用意させていただきました。

上段の一般会計につきましては、８つの経理区分から構成されて

おります。一番右端に収支差という所がございますので、各経理

区分の収支差を見る場合、この表、一番右端の数字を追いかけて

いただきますと経理区分ごとの収支差が確認できるようになって

おります。公益事業会計につきましても同じでございますが、こ

ちらは経理区分が３つになっております。簡単に申しますと、一

般会計のほうでは２番目の生活福祉資金貸付事業経理区分と３番

目の福祉サービス利用援助経理区分は収支差がマイナス表記にな

っておりますので、この２つについてはマイナスでございますが、

一般会計の残りの各経理区分についてはプラスマイナス０。また

は黒字決算という結果に終わっております。公益事業会計のほう

につきましては、ご覧のとおり３つの事業全てがマイナス決算と

いう結果に終わっております。これが全体の概要ということでま

ず 1 点、ご報告をさせていただきたいと思います。細部につきま

して役員の皆さま方にご報告を申し上げたい部分でございますが、

まず、最初の１ページから６ページまでにつきましては一般会計

の総括表という形になっておりますので細部が見えづらいという

ことになっております。従いまして、経理区分ごとにご説明を申

し上げたいと思いますので７ページをお開きいただきたいと思い

ます。まず１つ目。法人運営経理区分の資金収支計算書となって
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おります。こちらのほうで特にご報告申し上げたい部分でござい

ますが、勘定科目の一番左詰めに表現されているのが大区分にな

りますが、この２つ目、寄附金収入でございます。こちら予算額

50 万円に対して決算額が 1,824 千円余りとなっておりまして、当

初の予想を３倍以上、上回るほどの寄附金をお寄せいただいた年

度であったという結果になっております。件数につきましては、

一般寄付２６件、指定寄付１件という結果でございました。そし

て中段辺りでございますが、受託金収入という所がございまして、

町受託金収入の内で下から２つ目にあたりますが、地域人づくり

事業受託金収入という科目がございます。予算 750 万円を当初見

込んでおりましたが、決算としましては 3,991 千円余りという結

果に終わっております。こちらのほうは当初４月からの実施を見

込んでおりましたが、結果として７月からの実施ということで実

施期間が１２か月を予定していたものが９か月に減ったというと

ころが理由の１点と、それからこの事業自体、実績払いという性

格でございまして、実際に要した額で再契約をして決算を打つと

いうことでございますので、そういった理由から 4 百万円程度の

決算になったということでございます。それから、先ほど事業報

告の中で触れました絆ネット構築支援事業ですが、すぐ一段下の

所にございますが、こちらは当初見込みどおり 390 万円の決算額

となっております。法人運営の部分で特筆すべきところで申しま

すと、少し飛びまして１０ページでございます。勘定科目の上か

ら２行目の所に、積立預金積立支出というのがございます。内訳

は財政調整積立預金積立支出でございますが、こちらは前回、理

事会でもご承認賜りましたように 1 千万円の積み増しということ

で支出をさせていただいております。実際の決算額といたしまし

ては 10,893,700 円ということで、893 千円余りにつきましては預

金配当となっております。繰出し額としましては純粋には 1 千万

円の積み増しと、預金利息となっております。以上が法人運営の

経理区分でございます。１１ページからが、生活福祉資金貸付事

務受託経理区分の資金収支計算書となっております。特に例年と

大きな差異はございませんので、予定どおりであったということ
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でご報告を申し上げたいと思います。次に１３ページからが、福

祉サービス利用援助事業の資金収支計算書となっております。こ

ちらにつきましても、当初の予定どおり概ね執行されたと理解し

ております。１点、補足説明をさせていただきたいと思いますが、

支出の部でございます。中段やや下の方でございますが、人件費

支出がございます。この中で非常勤職員給与等がございますが、

備考のところに生活支援員７名分と書かせていただいております

が、この事業を実施していくうえで実際に利用者の方に接してい

ただいて金融機関等で手続きをしていただく方を生活支援員と呼

んでいますが、前年度中は７名の登録があった訳でございますが、

入退職と言いますか動きがございまして、３名が退職して２名補

充して対応しているというところでございまして、前年度実績と

しましては生活支援員が７名でございますが現在６名という体制

になっております。先ほど事業報告でも申し上げましたように、

ここのところ年ねん利用者数や利用実績が増えてきているという

状況を踏まえてみますと、生活支援員が不足しているのではない

かと。また、今後更に不足してくるのではないかというふうに考

えてもおりますので、そういった預貯金通帳を持って金融機関で

取引きしていただけるような相応しい方がお知り合い等でおられ

ましたら、事務局のほうまでご一報いただければ幸いと考えてお

ります。それから１５ページからは、共同募金配分事業の資金収

支計算書となっております。当初の見込み額を決算では若干予測

を上回る配分実績をいただけた訳でございますが、特に大きな変

更等は無かったと考えておりますので、こちらも例年どおりとい

うことで説明のほうは省略させていただきたいと思います。次に

１７ページからが、老人居宅介護等事業の資金収支計算書となり

ます。ホームヘルパーの経理区分になります。ここからは会計規

模が少し大きくなってきますので、概況をご報告したいと思いま

す。収入のほうで最も大きな収入源となるのは、介護保険収入で

ございます。大区分中ほどにあるかと思いますが、介護保険収入

でございます。１つ目は予防訪問介護事業収入。こちらのほうは、

当初の見込みを少し下回る結果に終わっております。その４行ほ
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ど下にありますのが、訪問介護事業収入でございます。こちらの

ほうは、当初の見込みを上回る結果に終わっております。先ほど

事業報告でも実績のほうが増加してきているとご報告申し上げま

したが、その辺りはこちらの決算のほうにも反映されてきている

状況でございまして、決算額で申しますと 33,003,791 円という結

果になっております。こちらが１９ページまでとなっておりまし

て、更に２０ページからが老人デイサービス事業の資金収支計算

書となっております。この事業につきましても当然ながら介護保

険収入が一番大きな収入源になっておりまして、中ほどの所に大

区分、介護保険事業収入がございます。総額で申しますと、予算

は 9,600 万円余り見込んでおりましたが、決算としましては 9,520

万円程度という決算になっております。その内訳で見てみますと、

すぐ下に通所介護事業収入がございます。こちら決算額が 5,334

万円余りということで、年度当初で補正予算も組ませていただい

ておりましたが、終盤利用者数が増えてきたということもござい

まして予算を上回る収入結果になっております。次にその４行下

でございますが、認知症型通所介護事業収入です。こちらは 2,864

万円余りということで、当初の見込みを 300 万円ほど下回る結果

になっております。こちらにつきましては若干の浮き沈みは例年

ありますが、重点事業に位置付けて積極的にＰＲなどもしている

ところでございますが、なかなか利用者数は伸び悩んでいるとい

うのが現状でございます。重点課題として認識もしているところ

でございますが、以後も積極的に啓発など内容の工夫と併せて進

めていきたいと考えております。そして、もう１つ通所介護がご

ざいまして、更に４行下に予防通所介護事業収入がございます。

決算額は 1,329 万円余りということで、概ね予算額どおりという

ふうに理解をしております。内訳で多少の増減はございますが、

介護保険収入全体として見ましたときには、9,500 万円程度の介護

保険収入であったということで、事務局といたしましては例年と

比べますと事業収入は若干下がったものの、なんとか当初の目標

としていた予算額には概ね到達できたのではないかと理解してい

るところでございます。それから２１ページの一番下の所でござ
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いますが、施設整備に関する所で１点ご報告を申し上げます。一

番下に施設整備等寄附金収入とございますが、決算額 119,200 円

が挙がっております。本来ですと、ここの備考の所に説明を入れ

るべきでございましたが、町内企業さまから電動ベッド１台をご

寄付いただいておりまして、その額 119,200 円をここに計上させ

ていただいております。次の２２ページまでが、老人デイサービ

ス事業の資金収支計算書となっております。２３ページからが、

ボランティア基金経理区分の資金収支計算書となっております。

こちらのほうも例年どおりボランティア活動の充実を目的として

予算執行をさせていただいておりますが、１点ご報告を申し上げ

たい部分がございます。収入の部の下から３行目の所に、ボラン

ティア基金積立預金利子収入とありまして、予算 667 千円に対し

まして決算が 841 千円余りとなっております。この差異でござい

ますが、ボランティア基金につきましては約 5 千万円を１０年前

に国債を購入しておりまして、この１０年間は固定の配当を受け

ていた訳でございますが、購入から１０年が経過しまして今年の

３月に満期を迎えて払戻しがあった中で、国債というのは市場の

原理で 100 円の国債を買う時に現金 100 円で買える場合はプラス

マイナス０になる訳ですけれども、その市場の状況によっては 100

円の国債を 98円で買えたり 102円で買わなければならなかったり

当然そういう増減があったりする訳ですが、それの１０年前の払

戻しがこの満期の時に一緒に加えられまして、当初見込んでおり

ました 667 千円の収入を上回る 841 千円余りの配当があったとい

うことでございます。この繰越金につきましては平成２７年度の

ほうに繰越しをしまして、引続きボランティア活動の充実のため

に充当させていただきたいと考えております。それから２５ペー

ジは、施設管理運営経理区分の資金収支計算書となっております。

これが一般会計の、一番最後の経理区分となっております。隣に

ありますデイサービスセンターの維持費に係る計算書となってお

ります。当初見込んでいたとおりであったと考えております。以

上が一般会計となりまして、２７ページから５５ページまでにつ

きましては事業活動収支計算書ということで対比するのが前年度
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決算対今年度決算となりますので、数字等につきましては前のペ

ージと同じものでございますので、こちらのほうは説明を省略さ

せていただきたいと思います。従いまして、５６ページをご覧い

ただきたいと思います。一般会計の貸借対照表でございます。ま

ず左側、資産の部でございますが、科目２．固定資産の中に建物

がございます。当年度末が 19,000 万円余り。前年度末が 20,000

万円余りということで、増減はマイナス 996 万円余りとなってお

ります。こちらはデイサービスセンターの資産価値が１年間に目

減りした額を増減で表しているものでございます。そして、下に

あります財政調整基金積立預金の所でございますが、当年度末

11,752 万円余り。前年度末が 10,662 万円余りということで、増減

は 1,089 万円余りとなっております。この 1 千万円につきまして

は、前回ご承認を賜りました財政調整基金として積増しをさせて

いただいた分。考え方といたしましてはデイサービスセンターの

建物の資産価値が目減りした分を充当するという考え方でござい

ますが、それに預金の利息配当を加えたものとなっております。

５７ページは財務諸表に対する注記ということで、それぞれ規則

に定められたとおり、特に重要な部分というのは無かった年度と

いうふうに認識をしておりますが、５８ページのところで変更部

分を１点ご覧いただきたいと思います。１１番の所に表を掲げて

おりますが、この表の銘柄の一番下の所でございます。第１５２

回利付国債２０年となっておりますが、こちらは先ほども触れま

したボランティア基金がこの３月に満期を迎えましたので、現在

利付国債の１０年物というのは非常に利息が下がってきておりま

すので、１０年ではなく超長期と呼ばれますが２０年物の国債を

購入させていただきました。その、それぞれの帳簿価格、時価、

評価損益を掲げたものとなっております。こちら１点、昨年度ま

では利付国債の１０年だったものが２０年に変更させていただい

ているという部分でございます。以上が一般会計となりまして、

５９ページからは公益事業会計になります。こちら６１ページま

では総括表となっておりますので、各経理区分で見たいと思いま

すので６２ページをお開きいただきたいと思います。３つの経理
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区分の内、１つ目の高齢者の生活支援事業経理区分です。こちら

は町からの委託事業をまとめた経理区分となっておりますが、特

に予算と決算に大きな開きは無いと認識しておりますので個別の

説明につきましては省略をさせていただきたいと思います。６５

ページからが２つ目の経理区分、居宅介護支援事業経理区分とな

ります。こちら介護保険事業でございますので収入の部の中段、

介護保険収入をご覧いただきたいと思います。こちらも年度途中

に補正予算を組ませていただきましたのでほぼ予算額と決算額が

近い数字となっておりますが、前年実績で見ますと少し下がって

きているというようなところでございます。現在、定数でいいま

すとケアマネジャー１名が欠員の状態が続いておりますので、速

やかに補充を進めていきたいと考えているところでございます。

６７ページからは３つ目の経理区分、地域包括支援センターの経

理区分となっております。収入源は精華町からの受託金。決算額

で 15,845 千円と、予防プランを作成した際にもたらされます介護

保険収入 9,432 千円余りということで財源にしておりますが、大

きなところでは職員設置費が大部分であるという結果に終わって

おります。６９ページからは先ほどもご説明しましたように事業

活動収支計算ということで、前年決算対本年決算ということでご

ざいます。内容につきましては同じでございますので８０ページ

まで飛ばしまして、８１ページのほうをお開きいただきたいと思

います。公益事業会計の貸借対照表となっておりますが、こちら

は特に資産などを保有しておりませんので大きな変動は無かった

とご報告させていただきたいと思います。８２ページは公益事業

会計の財務諸表に対する注記でございまして、こちらも全案件該

当無しという状況でございます。それから、８３ページが法人全

体で見た時の財産目録でございます。当然、３月３１日現在の財

産目録となっておりますが、先ほどと説明が重複いたしますが２．

固定資産のⅡ．その他の固定資産の中にボランティア基金がござ

いますが、この摘要欄の所に国債２０年ということで表記させて

いただいております。最後になりますが、８４ページには平成２

６年度の固定資産物品明細を一括で掲げさせていただいておりま
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す。以上が、平成２６年度収支決算の概要でございまして、一番

最初に表紙の次のページでご説明をいたしましたように、一般会

計のほうでは黒字決算であったと。対しまして公益事業会計のほ

うではマイナスであったということで、それを合算した場合でも

プラス 374 万円程度の黒字決算であったという年度でありました

ので、そのことをご報告申し上げまして、どうぞ平成２６年度収

支決算につきまして可決承認賜りますようよろしくお願いを申し

上げます。

議  長  ありがとうございました。ただいま事務局から説明を受けました

ので、本日ご出席いただいております森田監事より、平成２６年

度事業報告及び収支決算（案）についての監査結果をご報告願い

ます。

森田監事  はい。平成２７年５月１１日に監査を実施いたしました。その中

で、事業関係で２点ほど更に努力をして欲しいという注文を付け

させていただきました。資料をご覧ください。監査結果概要報告。

①精華町から地域包括支援センターを受託運営しているが、その

活動内容が見えてこない。地域包括支援センターは、介護保険サ

ービスの要であり、医療・介護・福祉サービスとの連携を図り、

地域包括ケアを推進する役割が求められる。医療・介護・福祉の

連携を図ることにより、地域包括支援センターの活動が見えるよ

う努力されたい。②介護保険事業については、利用実績や収支結

果を意識することが必要である。また、独自の特徴のあるサービ

スを提供することで利用者に喜んでもらうことが求められる。職

員全員が、経営感覚を持って事業運営に携わる仕組みを構築し、

引き続き収入を増やしていくよう努力されたい。この２点でござ

います。それでは、監事監査報告のほうに移ります。平成２７年

５月１１日。社会福祉法人精華町社会福祉協議会、会長岩里周英

様。平成２６年度の社会福祉法人精華町社会福祉協議会の事業報

告書、財産目録、貸借対照表及び収支計算書については、関連す

る法令及び通知に従った監査の結果、規則に準拠し適正に処理さ

れているものと認めます。監事、浦田善之。同じく森田起一。以

上でございます。
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議  長  ありがとうございました。ただいま、監事から報告を受けました

が、第１号議案及び第２号議案について質疑がございましたら挙

手にてお願いいたします。

齊藤理事  （挙手）

議  長  はい、齊藤理事。

齊藤理事  ちょっと分からなくてお聞きしたいんですけども、事業報告書の

１０ページの、まちの福祉サポート店事業の中の、いろんな取組

みをされている中の買い物困難者の支援というのは具体的にどん

なことをされているのか教えていただきたいのがまず１点と、ま

とめて全部言ってしまっていいですかね。財政のことになるんで

すけど、介護支援専門員さんが居宅の事業所で不足されていると

いうようなこと。定員に満たってないというふうになってたんで

すけど、居宅支援の事業所のほうは今年度はマイナス決算になっ

ていて、もう一杯やのにマイナスになっているということに関し

て何か具体的な問題点とかあればお聞かせいただきたいし、対策

をどうされるのかということ。それから決算書のほうなんですけ

れども、通所介護のところなんですけど、その中身の中に水道光

熱費とか電気代とか、そういうのがちょっとどこにあるのかなと

思いまして。というのは、結構電気代が上がってまして、かなり

今年度とかも財政を圧迫しているというような現状が多分どこも

あるん違うかなと思っていて、その点についてちょっとご質問し

たいと思います。以上です。

議  長  ありがとうございます。事務局お願いいたします。

事務局長  はい、議長。ご質問ありがとうございます。まず１点目の、まち

の福祉サポート店の中の買い物困難者の支援ということで、事業

報告１０ページに記載をさせていただいている中に関する具体的

なご質問ということでございますが、こちらにつきましては、高

齢でお米や、生活必需品もそうですが、町内の業者で購入して通

常であれば自分自身で荷物を持って帰るわけですが、お一人暮ら

しで特に女性のご高齢のかたなどは自分で持って帰るのが難しい

場合もございますので、そういう場合、お店のかたにご協力をい

ただきまして自宅まで荷物を一緒に持っていただいたり、場合に
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よっては個別に配送いただいたりというお願いを私どものほうか

らお店にさせていただきまして、一部には対応していただけてい

るようにお聞きをしております。そういう意味での買い物困難者

の支援ということと、それからもう一方では、通常表向きには配

送業務などはされていないんですけれども、電話などで注文した

場合にお店のほうからご自宅のほうに個別に配送していただける

ようなサービスというのも、個別対応ということでお願いをさせ

ていただいたりしているところでございます。まだほんの１、２

店舗でございますが、そういう対応をしていただいている所も出

てきているということでございます。それから２点目のご質問で

居宅介護支援事業の件でございますが、実態で申しますと、ご依

頼は住民さんからいただきながら、居宅支援の場合上限数がござ

いますので一杯いっぱいでお断りしているような状況もございま

して、こういったところは正直、事業をしている者として心苦し

いところもございますので、そういったニーズがあるのであれば

やはり、常勤か非常勤かは別といたしましてケアマネジャーを更

に採用して体制を整えていく必要があるということで、そのよう

な取組みを今後進めていきたいと考えているところでございます。

収支差の部分でございますが、居宅介護支援事業単独で黒字を出

していくというのは正直難しい部分もございますので、この辺り

は介護事業と併せて総合的に見ていきたいなと考えております。

それから、３点目でいただきました光熱水費などの上昇分でござ

いますが、収支決算案で申し上げますと施設管理経理区分の所で

一括して計上させていただいておりまして、２５ページ辺りをご

覧いただきたいと思いますが、中段から下でございますが、当然

施設管理で人件費というのは無いんですけれども、事務費支出と

いうところで消耗品費、器具什器費以下、水道光熱費等もござい

まして、こちらのほうは上下水道、電気代につきましては予算の

範囲内でなんとか運営できたというような状況でございます。以

上でございます。

齊藤理事  ありがとうございました。

田中理事  （挙手）
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議  長  はい、どうぞ。

田中理事  すいません。ちょっと教えて欲しいんですけれど、事業報告のほ

うの１０ページの１４番なんですけど。訪問見守りボランティア

強化事業になっておりますけれども。この実施団体、１７団体と

いうのはどのような団体で行われているかということと、かつて

ですねボランティアの皆さま達に友愛訪問をこの高齢者の家庭の

中にですね、一人暮らしの中の方たちに実施していただいたんで

すけれども、その変わりにこういう事業が増えたのかどうかとい

うことを教えていただきたいです。

議  長  事務局よろしくお願いします。

事務局長  はい、議長。こちら事業報告の１０ページ、１４．訪問見守りボ

ランティア強化事業ですけれども、１７団体ですが、こちらは自

治会さんで取り組まれているもの。それから、単位老人クラブさ

んで実施されているもの。そして、サロンで実施されているもの、

小地域福祉委員会として取り組まれているものということで、大

きく分けますと４種類ほどの団体さまがそれぞれに取り組んでお

られるということでございます。こちらのほうは京都府からの補

助事業でございまして、京都府がこういうところにも力を入れて

きているということもございまして、従前実施していた友愛訪問

ですね。そういうものも現在のところは実施していないというよ

うになっておりますが、いま申し上げましたように各団体で積極

的に見守り活動が進められてきていると思いますので、今後もこ

ういった取り組みが更に加速していくように、社協としては啓発

や後方支援をさせていただきたいと思っております。なお、実施

団体１７団体とありますが、あくまでもこの助成金を受けられた

団体が１７団体ということでして、実際に経費をかけずとも取り

組んでいただいてる団体はもっとたくさんあると思いますので、

そういった所にもＰＲできるように社協として努力していきたい

と思っております。

田中理事  はい、どうも。

村瀬理事  （挙手）

議  長  どうぞ。
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村瀬理事 はい。最後の８４ページなんですけれども、固定資産物品明細と

いうところで、数量と金額が同じというのが割りとあるんですけ

ど。これはどういうことか、説明をお願いします。

議  長  事務局。

事務局長  はい、議長。決算書案の８４ページですけれども、大部分が数量

と金額が一致しているということで、すなわち、数量で言います

と１個に対して価格と言いますか値打ちと言いますかが、資産価

値が１円であるということを意味しております。それは、各固定

資産に耐用年数というのが定められておりまして、耐用年数を過

ぎた場合はあらゆる資産が資産価値１円ということになりまして、

どこまでいっても廃棄処分しない限りは１円で残りますので、１

円の物が多いということは耐用年数を過ぎたまま使っている物が

多いという意味でもありますが、意味合いとしましてはそういう

意味になります。

村瀬理事  どうも。

中畔理事  （挙手）

議  長  お願いします。

中畔理事  事業報告の中でですね、大きな項目１０番の所に（２）福祉避難

所設置運営訓練ということを実施されております。この中でです

ね、訓練により受入れマニュアルの必要性や不足する備品等が把

握できましたということがあるんですけど、具体的に不足してい

る備品等がですね、どのような物であるかというようなことをで

きましたら知りたいと思っております。

議  長  事務局。

谷川課長  はい、議長。福祉避難所の設置運営訓練を実施させていただきま

して、不足する分と言いますのが、避難所ということになります

と夜間も受入れということが前提になるんですが、本会のデイサ

ービスセンターは泊まりの機能が無いので、そういった一連の設

備が不足しております。今回おこなったのは冬場の夜間でしたの

で、もちろん暖房器具というか、オール電化なのでその部分で暖

房の器具が不足している分と、照明関係がやはり不足しておりま

して、トイレなども暗くとても危ない状況でありました。あと、
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備蓄という食事ですね。そういう観点も、センターのほうでは食

事を作る機能がありませんので、そういったところが不足してい

る部分ということになると思います。以上です。

中畔理事  はい。

議  長  他にございませんか。

ご意見がなければ採決したいと思います。まず、第１号議案につい

て、賛成の方は挙手願います。

理  事  （全員挙手）

議  長  ありがとうございます。全会一致により可決承認します。続きま

して、第２号議案について、賛成の方は挙手願います。

理  事  （全員挙手）

議  長  ありがとうございます。全会一致により可決承認します。続きま

して、日程番号５。第３号議案、辞任に伴う後任評議員の選任に

ついてに入らせていただきます。事務局から提案願います。

事務局長  はい、議長。第３号議案、辞任に伴う後任評議員の選任について  

社会福祉法人精華町社会福祉協議会定款第１６条第１項及び社会

福祉法人精華町社会福祉協議会理事・評議員選出等の規程第３条

の規定に基づき、別紙のとおり提案します。提案理由といたしま

しては、前任者の辞任に伴い、自治会から地区福祉推進委員の推

薦書が提出されたためのものでございます。平成２７年５月２１

日提出。社会福祉法人精華町社会福祉協議会、会長岩里周英。そ

れでは、別紙２ページをご覧いただきたいと思います。辞任に伴

う後任評議員の選任についてです。１名の方でございますが、番

号１。選出区分は地区福祉推進委員です。変更後、井上和彦様。

変更前、梛勝利様。任期につきましては、委嘱日から平成２７年

１０月２１日までの前任者の残任期間とさせていただきたいと思

います。なお、参考までにお住まいの地域は滝ノ鼻地区でござい

ます。以上、可決承認賜りますようよろしくお願いを申し上げま

す。

議  長  ありがとうございました。ただいま事務局から説明を受けました

が、質疑がございましたら挙手にてお願いいたします。

ご意見がなければ採決したいと思います。第３号議案について、
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賛成の方は挙手をお願いします。

理  事  （全員挙手）

議  長  ありがとうございます。全会一致により可決承認します。

続きまして日程番号６。第４号議案、介護職員等の処遇改善に関

する規程の一部改正についてに入らせていただきます。事務局か

ら提案願います。

事務局長  はい、議長。第４号議案、介護職員等の処遇改善に関する規程の

一部改正について。社会福祉法人精華町社会福祉協議会介護職員

等の処遇改善に関する規程の一部改正について、別紙のとおり提

案します。提案理由といたしましては、平成２７年４月から介護

保険制度における介護報酬並びに障害者総合支援制度における介

護報酬が改定されたことに伴い、介護の現場で働く介護・福祉職

員の処遇改善を図るための「介護職員処遇改善加算」並びに「福

祉・介護職員処遇改善加算」が拡充されたためのものでございま

す。平成２７年５月２１日提出。社会福祉法人精華町社会福祉協

議会会長岩里周英。２ページに記といたしまして、以下に変更の

説明をさせていただいておりますが、３ページに一部改正の新旧

対照表をご用意させていただいておりますので、こちらの資料を

持ちましてご説明をさせていただきたいと思います。まず、第１

条から第３条までは略として変更前後とも省略させていただいて

おりますが、この略というのは変更が無いという意味でございま

す。第４条でございますが、変更後、一時金の額は、１週あたり

４０時間勤務する者に対して、原則として月額基準 27,000 円を支

給することとし、1週あたりの勤務時間が４０時間に満たない者に

ついては、それぞれの勤務時間に比例した額を支給するものとす

る。ただし、月額基準は、キャリアパス基準に基づくものとし、

それぞれのキャリア（等級）及び評価に応じて変動するものとす

る。この内容でございますが、変更前月額基準は 15,000 円であっ

たものを、今回 27,000円に引き上げたいものでございます。なお、

こちらは月額でございますので、時給換算をいたしますと１人 1

時間あたり 160 円程度の増額といいますか、27,000 円を割り戻し

ますとおおよそ 160円程度になると理解しております。それから、
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ただし書き以下を追加しておりますが、今回の改正によりまして

それぞれのキャリア、等級や評価を併せて組入れまして、その労

働者の能力や資格などを総合的に勘案して、この月額基準 27,000

円を前後させることができるというルールとなっております。次

に４ページをご覧ください。右側、変更前の部分でございますが、

支給期間といたしまして第８条の条文がございました。この規程

に定める介護職員等の処遇改善措置は、介護職員処遇改善交付金

事業に基づいて実施しているため、平成２７年５月３１日をもっ

て廃止するという条文がございましたが、元もとこの制度自体は

時限的に、３年ごとに延長して期限を区切って設置されていたも

のが今回の改正から恒久的な取組みになったということで、本会

の規則につきましてもこの第８条支給期間の全部を削除いたしま

して、第７条までとさせていただきたいと思っております。最後

になりますが附則といたしまして、この規程は平成２７年６月１

日から施行するということでございます。制度改正は４月からで

ございましたが、今回６月１日付の施行となっておりますのは、

この介護報酬につきましては請求から２か月後に入金されるため

当初から２か月遅れで届を出しております。収入と支出が２か月

間ズレが生じる訳でございますが、実際に受取る側といたしまし

ては今年の６月から適用されるということでご理解をいただきた

いと思っております。そして次の５ページにつきましては、国が

作成いたしました、この介護職員処遇改善加算の案内チラシでご

ざいます。中ほどをご覧いただきますと、従来３区分であった加

算がこの４月から４区分に拡充されたという内容でございます。

一番左側に加算Ⅰが新設されておりまして、これが、この表の中

にありますように介護職員１人あたり月額27,000円相当というこ

とになっております。その下の、矢印の更に下にありますのがそ

れぞれの要件となっておりまして、当然ながら加算Ⅰが要件とし

ては一番基準が高いということで、その基準を超えた事業所が加

算Ⅰを取得できるということでございます。今回、介護職員が大

変な介護の仕事を継続的に実施してくれているということと、更

に高い所を目ざしていただけるようにという意味から、最も高い
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加算Ⅰを狙いたいとしているものでございます。最後のページに

付けておりますのは、介護職員等の処遇改善に関する規程（案）

といたしまして変更後の全文をご用意させていただいております。

アンダーラインの入っている部分が今回変更している部分でござ

いますが、こちらのほうを資料として添付させていただいており

ますので、どうか規則改正につきまして可決承認賜りますようよ

ろしくお願いを申し上げます。

議  長  ありがとうございました。ただいま事務局から説明を受けました

が、質疑がございましたら挙手にてお願いいたします。

ご意見がなければ採決したいと思います。第４号議案について、

賛成の方は挙手をお願いいたします。

理  事  （全員挙手）

議  長  ありがとうございます。全会一致により可決承認します。

続きまして日程番号７。第５号議案、平成２７年度社会福祉事業

拠点区分補正予算（第１号）について入らせていただきます。事

務局から提案願います。

事務局長  はい、議長。第５号議案、平成２７年度社会福祉事業拠点区分補

正予算（第１号）について。定款第２９条に基づき、平成２７年

度社会福祉事業拠点区分の補正予算について別紙のとおり提案し

ます。提案理由といたしましては４点ございます。１．平成２７

年４月に介護保険法の制度改正及び報酬改定が行われたことに伴

い、新介護報酬に基づいて平成２７年度事業収入を精査したとこ

ろ、訪問介護及び認知症型通所介護においては減収が見込まれる

ことにより、収入を下方修正する必要が生じたため。また、通所

介護においては利用者数の増加により増収が見込まれることによ

り、収入を上方修正する必要が生じたため。２．平成２７年４月

から通所介護と予防通所介護を一体的に運営したことにより、職

員の配置基準が引き下がり、通所介護非常勤職員の給与支出を減

額する必要が生じたため。また、介護職員処遇改善の内容及び加

算率が変更されたことに伴い、介護職員に支給する手当及び研修

等受講に関する出張旅費を増額する必要が生じたため。３．通所

介護送迎車両の１台（日産セレナ・平成１５年２月登録・日本財
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団助成）が、ラジエター等の故障により修理が必要な状態となっ

た。当該車両は登録から１２年以上が経過し、老朽化しているた

め修理。見積りでは２５万円程度の修理でございますが、この修

理ではなく後継車両の導入を計画しているところであり、メンテ

ナンス付リース方式により後継車両を導入するにあたり、新たに

送迎車両リース料が必要となるため。４．平成２６年度収支決算

額が確定したことに伴い、平成２７年度収支予算書における前期

末支払資金残高の額を改めたいためのものでございます。平成２

７年５月２１日提出。社会福祉法人精華町社会福祉協議会会長岩

里周英。それでは、次の２ページに第５号議案の説明資料をご用

意させていただいておりますので、こちらの資料を用いまして各

項目についてご説明を申し上げたいと思います。まず１つ目でご

ざいますが、介護保険事業収入の補正でございます。訪問介護及

び認知症型通所介護においては、報酬改定の影響を受けて減収が

見込まれるため、それぞれの事業収入を下方修正したいものです。

また、通所介護においては増収が見込まれるため、事業収入を上

方修正したいものでございます。収入額合計として見ますとプラ

ス 1,900 千円を見込んでおります。内訳として見ますと、（１）訪

問介護でございますが、補正前の予算が 37,860 千円。補正額マイ

ナス 2,100 千円。補正後の予算は 35,760 千円でございます。（２）

でございますが、認知症型通所介護です。補正前の予算 31,204 千

円。補正額マイナス 2,500 千円。補正後の予算 28,704 千円でござ

います。３点目でございますが、（３）通所介護です。補正前の予

算 57,970 千円。補正額 6,500 千円。補正後の予算 64,470 千円で

ございます。この３つ全てを合計いたしますと、プラス 1,900 千

円の事業収入の増を見込んでいるところでございます。２点目で

ございますが、人件費等の補正です。通所介護において職員の配

置基準が引き下がることに伴い、非常勤職員の給与支出を減額し

ます。また、介護職員処遇改善の内容及び加算率が変更されたこ

とに伴い、介護職員に支給する手当及び研修等受講に関する出張

旅費を追加計上したいと思います。まず、支出額でございます。

内訳は後ほどご説明いたしますが、相殺いたしますとプラス 56千
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円増加というものでございます。内訳は１から９までございます。

まず、（１）職員給与支出です。こちらは訪問介護の職員の給与支

出です。補正前の予算 6,991 千円。補正額 324 千円。こちらは処

遇改善を受けて、増額したいものでございます。補正後の予算

7,315 千円。（２）非常勤職員給与支出。こちら同じく訪問介護事

業でございますが、先ほどが常勤であるものに対して、こちらは

非常勤職員の給与となっております。補正前の予算 18,064 千円。

補正額 1,451 千円。こちらも、理由は処遇改善に伴うものでござ

います。補正後の予算 19,515 千円。３ページに移りまして、（３）

法定福利費支出です。こちらも訪問介護となっております。補正

前の予算 2,077 千円。補正額 165 千円。こちらも処遇改善で所得

が上がる分、法定福利費も比例して上がるというものでございま

す。補正後の予算は 2,242 千円です。（４）旅費交通費支出です。

訪問介護の職員でございますが、補正前の予算 6 千円。補正額 54

千円。補正後の予算は 60 千円です。こちらも処遇改善に伴って、

研修等の受講が必要となるための経費でございます。次に（５）

です。非常勤職員給与支出です。こちらは居宅介護等事業サービ

ス区分ということで、障害のホームヘルパーのサービス区分でご

ざいます。補正前の予算 1,276 千円。補正額 173 千円。こちらも

障害の処遇改善に伴う部分でございます。補正後の予算 1,449 千

円。（６）法定福利費支出です。こちらも障害のホームヘルパーの

区分です。補正前の予算 169千円。補正額 25 千円。補正後の予算

194 千円。（７）職員給与支出。こちらはデイサービス事業の常勤

職員の給与支出に関する部分です。補正前の予算 20,319 千円。補

正額 324 千円。処遇改善に伴う給与の増額でございます。補正後

の予算 20,643 千円。（８）非常勤職員給与支出。同じくデイサー

ビス事業でございますが、非常勤職員の給与でございます。補正

前の予算 34,554 千円。補正額はマイナス 2,008 千円でございます。

内訳として見ていただきますと、先ほども触れましたようにこの

４月から予防の通所介護と通所介護を合同で実施していることか

ら、従前はそれぞれに専門職員を配置しなければならなかったも

のが、今回１単位で実施していることから配置基準が大幅に引き
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下がっております。その配置基準が引き下がったことにより、職

員にかかる賃金がマイナスで 3,514 千円を見込んでおります。一

方で処遇改善として手当の加算をする部分につきましては、1,506

千円を見込んでおりまして、相殺いたしますとマイナス 2,008 千

円という補正額を計上したいものです。補正後の予算32,546千円。

（９）法定福利費支出。デイサービス事業でございますが、補正

前の予算 6,152 千円。補正額マイナス 452 千円。内訳としまして

は配置基準の引き下げに伴う部分でマイナス 601 千円。処遇改善

に伴う加算が 149 千円でございます。補正後の予算は 5,700 千円

でございます。これら内訳の全てを合計いたしますと、支出額は

プラスの 56千円になります。次に３点目でございますが、通所介

護送迎車両導入にかかる補正でございます。現行の送迎車両が故

障したことにより、今年８月から後継車両、同じく日産セレナを

予定しておりますが、１台を導入するための費用として賃借料を

追加計上したいものです。計上額は支出といたしまして 276 千円

でございます。（１）賃借料支出といたしまして、老人デイサービ

ス事業ですが、補正前の予算 2,138 千円。補正額 276 千円。８か

月分のリース料相当でございます。補正後の予算 2,414 千円でご

ざいます。４ページに移りまして、４番目は前期末支払資金残高

の補正でございます。平成２６年度収支決算額が確定したことに

伴い、平成２７年度収支予算書における前期末支払資金残高の額

を改めたいものでございます。それぞれサービス区分がございま

して、法人運営におきましては補正前の予算がマイナス 52,995 千

円。補正額 1,250 千円。補正後の予算がマイナス 51,745 千円。生

活福祉資金貸付事務サービス区分が、補正前の予算マイナス

14,125 千円。補正額マイナス 171 千円。補正後の予算マイナス

14,296 千円。福祉サービス利用援助事業サービス区分、補正前の

予算マイナス 22,380 千円。補正額 481 千円。補正後の予算マイナ

ス 21,899 千円。訪問介護事業サービス区分、補正前の予算 42,449

千円。補正額 3,770 千円。補正後の予算 46,219 千円。老人デイサ

ービス事業サービス区分、補正前の予算195,769千円。補正額8,591

千円。補正後の予算 204,360 千円。ボランティア基金サービス区
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分、補正前の予算０円。補正額 174千円。補正後の予算 174 千円。

施設管理運営サービス区分、補正前の予算 5,699 円。補正額 551

千円。補正後の予算 6,250 千円でございます。これは先ほどの第

１号、第２号議案で前年度、平成２６年度の事業報告並びに収支

決算のご承認を賜りましたが、その額を平成２７年度予算に反映

したいというものでございます。５ページ以降につきましては所

定の様式に落し替えた物でございまして、当然内容につきまして

は今ご説明したものと同じでございますので省略をさせていただ

きたいと思いますが、こちら平成２７年度の社会福祉事業拠点区

分の補正予算第１号につきまして、可決承認賜りますようよろし

くお願いを申し上げます。

議  長  ありがとうございました。ただいま事務局から説明を受けました

が、質疑がございましたら挙手にてお願いをいたします。

ご意見がなければ採決したいと思います。第５号議案について、

賛成の方は挙手をお願いします。

理  事  （全員挙手）

議  長  全会一致により可決承認します。

続きまして日程番号８。第６号議案、平成２７年度公益事業拠点

区分補正予算（第１号）について入らせていただきます。事務局

から提案願います。

事務局長  はい、議長。第６号議案、平成２７年度公益事業拠点区分補正予

算（第１号）について。定款第２９条に基づき、平成２７年度公

益事業拠点区分の補正予算について、別紙のとおり提案します。

提案理由といたしましては、平成２６年度収支決算額が確定した

ことに伴い、平成２７年度収支予算書における前期末支払資金残

高の額を改めたいためのものでございます。平成２７年５月２１

日提出。社会福祉法人精華町社会福祉協議会会長岩里周英。それ

では２ページの説明資料をご覧いただきたいと思いますが、先ほ

どの第５号議案の４点目の理由と全く同じでございますが、前期

末支払資金残高を補正したいものでございます。平成２６年度収

支決算額が確定したことに伴い、平成２７年度収支予算書におけ

る前期末支払資金残高の額を改めます。その額でございますが、
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サービス区分、高齢者の生活支援事業サービス区分。補正前の予

算マイナス 6,300 千円。補正額 1,044 千円。補正後の予算マイナ

ス 5,256 千円です。２つ目、居宅介護支援事業サービス区分。補

正前の予算 22,398 千円。補正額 1,985 千円。補正後の予算 24,383

千円。３つ目、地域包括支援センターサービス区分です。補正前

の予算マイナス 2,351 千円。補正額マイナス 1,062 千円。補正後

の予算マイナス 3,413 千円でございます。それから、３ページ以

降の資料につきましては所定の様式に置き換えた物でございます

ので、数値につきましては今ほど申し上げました２ページと同じ

でございますので説明は省略させていただきたいと思います。以

上が平成２７年度公益事業拠点区分補正予算（第１号）でござい

ますので、可決承認賜りますようよろしくお願いを申し上げます。

議  長  ありがとうございました。ただいま事務局から説明を受けました

が、質疑がございましたら挙手にてお願いをいたします。

ご意見がなければ採決したいと思います。第６号議案について、

賛成の方は挙手をお願いいたします。

理  事  （全員挙手）

議  長  ありがとうございます。全会一致により可決承認します。

      続きまして日程番号９。諸報告に入らせていただきます。事務局

から報告願います。

事務局長  はい議長。それではこの理事会の時間をお借りしまして、事務局

から２点ほど役員の皆さま方にご報告申し上げたいと思います。

本日お手元にご用意いたしました２種類のチラシがあるかと思い

ます。１つは緑と赤で印刷されております５月３１日に開催され

ます、ふれあいまつりについてでございます。平成２７年度の精

華町ふれあいまつりが開催されますので、ご案内を申し上げます。

今年５月３１日の日曜日、朝９時３０分からお昼の３時３０分ま

でということで、場所は例年どおり、このかしのき苑全館を使っ

てのお祭りとなります。中ほどお開きいただきましたら催し物の

案内をさせていただいておりますが、今年は全盲の落語家さんで

あります桂 福点さんをお招きいたしまして、ご参加いただきまし

た皆さまに落語を楽しんでいただけたらなと思っております。そ
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の他にも各種団体さまのご協力を得ながらそれぞれ催しを企画さ

せていただいておりますので、また、精華町社会福祉協議会もこ

の実行委員会の構成員の１団体でもございますので、理事、監事

の皆さま方にも積極的にご参加いただければと考えております。

よろしくお願いいたします。こちらが１点目でございます。次に

２点目でございますが、黄色の１枚物のチラシでございますが、

絆 Café と書かれた物でございます。現在まだ最終案の段階でござ

いますが、平成２７年度の事業計画の中でもご説明を申し上げま

したように、さまざまな生活課題を持っておられる方が多数いら

っしゃるということから、いま各地でいろんな〇〇カフェという

ものが取組まれてですね。多くは認知症予防カフェとか言うもの

が多い訳でございますが、精華町の社協ではそういった対象を問

うものではなく、どなたでもご参加いただけたらということで絆

Café というものを今回企画させていただきました。これは、居場

所づくり支援事業の一環として実施したいものです。中段に説明

書きをさせていただいておりますので朗読させていただきますが、

人はそれぞれいろんな悩みを抱えながら暮らしています。介護の

こと。子育てのこと。生活のこと。深刻な悩みではなくても将来

を考えるとちょっと不安。そんな人々が Café に集い、同じ悩み

や不安を持つ人同士でおしゃべりしたり、時には講師などに相談

したり、音楽やマッサージでリラックス。そんな和やかな空間を

創りたいと思い、精華町社協がデイサービスセンターで「絆 Café 」

をはじめます。もちろん悩みや不安のない人も歓迎しております。

この開催日時でございますが、現在のところ毎月第３火曜日、１

１時３０分から午後３時３０分までを予定しております。今回、

精華町社協デイサービスセンター２階で計画をしておりますが、

先ほどもご説明しましたように元もとは予防通所介護を２階で実

施しておりましたが、この４月からは通所介護と一体的に実施し

ていることから、元もと予防通所介護をやっていた２階の部屋が

現在空き状態になっております。これを活用したいということも

ございまして、この絆 Café の場所を元もとの予防通所介護の部屋

を充てたいという考えでございます。参加費につきましては１人
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２００円ほど頂戴いたしまして、これはドリンク代、お茶菓子代

に充てさせていただきたいと思っております。ただし、内容によ

りましては別途、創作活動などが入ったりする場合もございます

ので、その時には併せて実費をいただく場合もございます。内容

ですが、毎回講師の先生。ここではスペシャルゲストと表現して

おりますが、この講師の先生がためになるお話や、音楽、創作活

動などで参加者の皆さん方を楽しませてくれる内容を目ざしてお

ります。今年は７月から開催を予定しておりまして、第１回目は

２１日の火曜日からでございますが、現在想定しておりますのは

町内、舟地区で活動されているようにお聞きしておりますが、ア

ンサンブル・ピポの皆さまによるミニコンサートを予定しており

ます。また８月以降につきましてもそれぞれいろんな先生方をお

招きいたしまして、単なる喫茶だけではなく脳の活性化もそうで

すし介護予防もそうですが、何か将来に不安を持っている方、悩

みを持っている方がそこで事前に予約をして相談をするというよ

うな構えたものではなく、喫茶という和やかな雰囲気の中でお茶

やコーヒーを飲みながら、職員も混じってそこでお話を聴きなが

らさりげなく相談援助させていただけるような、そんな空間を目

ざして行きたいなと思っておりますので、まだ現在最終案の段階

でございますが具体的にはこういう方法で取組みを進めたいと考

えておりますので、この場をお借りして役員の皆さま方にご報告

をさせていただきます。事務局からは以上でございます。

議  長 ありがとうございました。本日の案件は以上のとおりですが、全

般的なところで理事、監事の皆さま方から何かご意見がございま

したらお願いをいたします。

ご意見等が無いようですので、以上をもちまして議長を降壇させ

ていただきます。皆さまのご協力ありがとうございました。

以上、本理事会の案件は全て終了したので、午前１１時５５分散会した。

上記の決議を証するため、本議事録を作成し、議長及び議事録署名人におい

て次に記名押印する。
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平成２７年５月２１日

     社会福祉法人精華町社会福祉協議会

平成２７年度第１回理事会において

議 長              印

署名人              印

署名人              印


